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DEPの 1年目が終わりました

地球の環境について、

フ゜ロローグ

大切なメッセージを発信できる場でありたい

卓上の議論で終わらずに、ただの願望で終わらずに、

リアルに実践できる場でありたい

そんな想いの中、同志社大学で環境活動の受け皿となったのがDEPです

グローノリレな地球環境問題だからこそ、いろいろな分野に様々なアプローチがあるはず

それは、地域から発展するモノであったり、生活から発イロしていけるものであったり

φ

身近な生活を豊かにするような、日々が楽しく充実するような

生活に変化を起こせぱ、コミュニティが変わります地域が変われば、社会が変化します

まずは身の周りのことから、良い方向へシフトチェンジしてぃく

そんなきっかけをDEPは作り出せるのではないかと思っています

学生だからできること、成長の可能性がきっとあります

ここには自分達の想いを体現できる学生がいます

同志社エコプロジェケト2007年度リーダー 中村祐希



DEP 2007

同志社大学環境憲章へのアプローチ!!!

知っていましたか?同志社大学には現在、環境憲章またはそれに順ずる
ものがありません。私たちDEPでは「同志社大学に環境憲章を制定して
もらう」ことを第一目的として、数ケ月にかけて学生の立場から「同志社
大学学生環境憲章」を作り、これを大学に提出しました。以下はその学生
環境憲章です。こ覧あれ川

近年、世界中で環境問題に対する危機感や機運は高まり続けている 1"」志社大学では、このような
現状と向き合い、1998年度工学研突科数理環境科学専攻」、2004年度τ学部環境システム学

、2007年度「同志社エコプロジェケト設立など、環境に対する研究・教育を盛んに11つてき科

本学がΠ本屈指の教育機関、研究機関、そして地域社会に属する大学として、今後どのように環た

境問題に取り組んでいくのか、その姿勢を明確にするものがこの同志礼大学学生環境憲章であ
る本学の校名である同志社これには志を同じくする者が集まって創る結社という意味が
あるその名の下に、本学に関わる全ての者か志をーつにして次代へ向けてH々邁進している環境
問題に対しても高い志とそれに見合う知識・見識・胆識を持って取り組んでいくことを決意し、ここ
に同志社大学学生環境愈章を定める

同志社大学学生環境憲章

地球環境問題は人闇社会の活動・発展が引き起こしている問題であるこのことを念頭に枇き、こ
の 101志社大学学生環境憲章」が大きな背景・動機・道筋となることを臼指します。その中で本学が
人間社会に対して大きく寄与できる3つの分野「環境教育」「環境研究「環境保全を札として取
り組み、それを理解、支援していくものとするそして、これらの取り組みの成果をもって地球環境
問越に対崎する人問社会に貢献していくことを基本理念とする。

1 環境教育
本学では日々の授業や課外活動などあらゆる機会に環境教育を実践し、学生・教職員問わず環境

問題に対して意識の高い人物を育むそれと共に、本学を離れても優れた見識を持ち、様々な立場
から環境問題に取り組める人材を社会に輩出することを目指す

同志社エコプロジェクト概要

基本理念

2008年2円29口同志社エコプロジェクト作成

@環境研究
本学が有する研究機関と本学の学生や教職員が有する各分野の知識・経験を活用し、専門的な観

点から具体的に環境問題にアプローチするそれと共に、実証した改善策・改革モデル・新たなる
技術を社会に提言していくことを日指す

同志社大学は、学生と共同で学内の省エネや大量のゴミ問題、あるいはキャンハスの緑豊かな自然環境を保
全する効果的な施策を行うと同時に、大学として地球温暖化など世界のさまざまな環境問題に積極的に取組
むために、「同志社エコプロジエクト(D E P :Doshisha Eco project)」を立ち上げました

3 環境保全
本学も地域社会の中におけるつの大学であることを白覚し、本学が立地する四つのキャンハス

を筆頭に、本学自身が優れた環境保全空間であることに努めるそれと共に、周辺地域の環境保
全・向上に地域社会と協力して取り組んでいくことを目指す

,

方針

'4 理念と

同志社大学という、学生・教職員にとっての教育・
研究と、そして生活の場(ひとつのコミユニティ)

王里における、「エネルギー」、「廃棄物」、「自然環境」に
^関する環境調査を実施し、問題解決に向けてアプロー
Z、チしますまた、これらの学内の環境問題に取り組

むだけでなく、地球温暖化の防止や世界の環境破
壊問題に対して、大学、学生としてどのように貢献
できるのかを研究し、社会へ提言します

・同志社大学のキャンハスをひとつの社会と捉え、
実際の調査を踏まえた環境対策をキャンハス内
でおこなう

・学生、教職員がエコキャンハス化によって実証さ
れたデータ、経験、人材を社会へ還元する

コアン

φ

現在、こみは、家庭から出される大母の生活巴みから活発な生産活動にともなう膨大な産業
廃棄物を含めて地球規模ての環境問題となっています。
産業廃棄物の不法投棄による自然破壊、水質環境の悪化、そして士壌汚染などの様々な問題
を引き起こしていますまた、日本では廃棄物の最終処分場がひっ迫し、廃棄物問題が大き
な社会問題となっています

そこで、DEP廃棄物班ては社会の廃棄物問題へ対応していくために、大学内で廃棄物の3
R(りデユース・りユース・りサイクル)モデルを確立し、地域や企業、行政団体などへ提案し
ていき、社会システムとして還元していくことを目指します

現在、地球規模で考えなければならない最重要課題は、温室効果カス排出が主な原因とされ
ている地球温暖化ですこの課題を解決するには、世界全体で温室効果ガスの排出を2050年
までに半減、特に先進国は60%から80%減らす必要があります。

この削減目標を達成するためには、まず化石燃料に依存するエネルギーのあり方やその使
い方を見直すことが必要不可欠なのてす DEPエネルギー班は、このような地球規模での
エネルギー問題を視野に入れつつ、まずは自分たちの身近なエネルギー問題からアプロー
チしていきます

匡P

地球温暖化は言うに及ぱず、熱帯雨林の開発、砂漠化など、世界中て多くの環境破壊が発生
していますまた、地球上には、生命の誕生以来、さまざまな生物種か生まれてぎましたし
かしいま、かつてないスピードで種の絶滅が起こっています。
DEP自然環境班は、このような世界規模の自然環境保全の視点に立ちながら、まずは自分
たちができる自然環境保全の課題に取り組みます大学の豊かな自然環境の保全や地域環
境の特性理解のため、京田辺キャンパスの自然環境を利用した環境啓蒙活動を行ってぃき
ますそして、自然の現状を理解し、適切な自然保護対策を提案、実行しますまた、学生や地
域の生徒、住民との共同の環境学習の場としても活用できる里山の造成などを進めるとと
もに、地域や他大学、企業と連携していき、広範囲に活動を広げていきます

局

キャラクタ^

DEPメインキャラクター
「あすみちゃん」

「あすみ」という名前には印月
日美「明日見」rEa rt h美1
「E a r t h見」などD E P
の活動方針を大きく、また
広義に表しています
あなたの「あ・す・み」を探し
てみましょう

,
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D匿F ZO0子

C O PX

COPI

COP2

C O P 3

.,

開催年度

C O P 4

COP5

COP6

1995年

6 (再開会合)C O P

1996年

COP7

開催国/開催都市

1997年

COP8

ドイツ/ベルリン

1998年

COP9

スイス/ジュネーヴ

1999年

COPI0

日本/京都

2000年

COPⅡ

アルゼンチン/ブエノスアイレス

2001年

C O P 12

ドイツ/ポン

20田年

C O P 13

オランダ/ハーグ

2002年

COPN

4 '

条約または決議

ドイツ/ポン

2003年

モロッコ/マラケシュ

2004年

^

インド/ニューデリー

2005年

ベルリン・マンデレート

^

イタリア/ミラノ

.

2006年

^

アルゼンチン/ブエノスアイレス

2007年

京都議定書

カナダ/モントリオール

^

2008年

ブエノスアイレス行動計画

ケニア/ナイロビ

^

インドネシア/ノヤj

^

武ーランド/ポズナニ

ボン合意

^

マラケシュ合'意;

^ ^

.

本文参照URL

国立環境研究所亀山康子「環境問題基礎知識 COPとは?」
アクセス日:2008年2月19日

http://WWW.nies.go.jp/kanko/news/21/21一ν21-1 05,html

環境省報道発表資料 2007年12月17日
アクセス日:2008年2月19日

http://WWW.env.go.jp/press/fjle_view.php?serial=106能&hou_
id=9178

日経即ネット 2008年11月21日付け
アケセス日:2008年2月19日

址tp://WWW.nikkejbp.CO.jp/news/ec0俳q4

^ ^ ^

ノヤ山口ードマップ

参照:wikipedja(項目:気候変動枠組条約)
^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^
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C
O
P
B
の
意
味

2
0
0
7
年
末
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
に

て
C
O
P
玲
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
、
地
球

温
暖
化
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
世
界
中
の
関
心
を
集

め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
み
な
さ
ん
は
こ
の

『
C
O
P
』
と
い
う
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
そ
れ
に

続
く
『
玲
』
と
い
う
意
味
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う

0

、力

=
冨

C
O
P
B
に
つ
い
て

で
は
、
白
取
新
の
C
O
P
で
あ
る
C
O
P
玲
、
及

ひ
そ
こ
で
合
意
さ
れ
た
マ
ハ
リ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

に
つ
い
て
紹
介
す
る

0

C
O
P
玲
で
は
、
世
界
各
国
か
ら
政
治
家
や
専

門
家
ま
た
多
く
の
N
G
O
・
N
P
0
が
集
ま
り

、

京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
問
が
終
了
す
る
2

0
1
3
年
以
降
の
枠
組
み
を
ど
う
す
る
か
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
そ
こ
で
2
0
1
3
年
以
降

そ
も
そ
も
『
C
O
P
』
と
は
締
約
国
会
議

(
C
o
 
n
f
 
e
r
 
e
n
 
c
e
 
o
f
 
p
 
a
 
r
t
・
1
e
 
S
)

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
締
約
国
会
議

と
は
、
多
く
の
国
際
条
約
の
中
で
、
加
盟
国
が
物

事
を
決
定
す
る
最
高
意
思
決
定
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
国
際
連
盟
の
総
会

と
思
え
は
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
私
達
が

よ
く
ニ
ユ
ー
ス
や
新
聞
等
で
見
聞
き
す
る
の
は

そ
の
C
O
P
の
中
で
も
、
気
候
変
動
枠
組
条
約

^
F
 
r
 
a
 
m
 
e
 
w
 
o
 
r
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c
 
0
 
Π
ν
 
e
 
n
t
・
1
 
0
 
n

O
n

C
1
.
1
 
m
 
a
 
t
 
e

C
h
 
a
 
n
 
g
e

F
C
C
C
)
の
そ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
C
O
P
と

は
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
(
C
O
P
1

F
C
C
C
^
の
こ
と
と
田
^
え
ぱ
い
い
。
C
O
P
以

外
に
も
締
約
国
問
で
協
議
の
場
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
は
あ
る
が
、
園
取
終
決
定
は
C
O
P
の
場
で
し

か
な
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
C
O
P
の
歴
史
を

追
う
こ
と
は
、
そ
の
問
題
に
関
す
る
国
際
的
枠
組

み
の
変
遷
を
追
う
こ
と
と
同
じ
で
あ
る

回
数
で
あ
る
0
つ
ま
り
、
1
9
9
7
年
に
京
都
で

開
か
れ
た
『
C
O
P
3
』
は
第
3
回
目
の
会
議
と

い
う
こ
と
だ
。
初
め
の
C
O
P
が
ド
イ
ツ
の
べ
ル

リ
ン
で
開
か
れ
て
以
来
2
0
0
7
年
の
バ
リ
島

で
の
会
議
ま
で
玲
回
の
締
約
国
会
議
が
開
か
れ

て
い
る

の
枠
組
み
を
、
2
0
0
9
年
ま
で
に
採
択
す
る
こ

と
が
厶
早
怠
さ
れ
た
。
そ
の
合
意
が
「
バ
リ
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

①
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
関
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
長
期
目
標
の
検
討

②
す
べ
て
の
先
進
国
に
よ
る
計
測
・
報
告
・
検

証
可
能
な
緩
和
の
約
束
又
は
行
動

③
途
上
国
に
よ
る
計
測
・
粗
止
口
・
検
証
可
能
な

行
動

④
森
林
に
関
す
る
計
測
・
報
告
・
検
証
可
能
な

C
O
P
で
決
ま
っ
た
こ
と

さ
て
、
C
O
P
の
場
で
合
意
さ
れ
た
重
要
な
条

約
や
決
謬
注
目
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
軌
跡

を
追
う
と
、
「
べ
ル
リ
ン
・
マ
ン
デ
ー
ト
」
、
「
京
都

議
定
書
」
、
「
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
行
動
計
画
」
、
「
マ

ラ
ケ
シ
ユ
合
意
」
の
4
つ
の
重
要
な
条
約
や
決
議

が
取
り
上
け
ら
れ
る

C
O
P
の
後
に
つ
く
数
字
は
、
C
O
P
の
開
催

2
.
京
都
議
定
書

そ
の
後
1
9
9
7
年
に
京
都
で
、
C
O
P
3

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
合
意
さ
れ
た
の
が
「
京

都
議
定
書
」
で
あ
る
。
京
都
議
定
書
が
今
で
も
世

界
中
で
注
目
を
集
め
る
の
は
、
こ
の
議
定
書
が
法

的
拘
束
力
を
も
つ
国
際
条
約
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
議
定
書
に
定
め
ら
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
を
達
成
出
来
な
い
国
は
、
次
の
約
束
期
問
に

お
い
て
削
減
率
に
応
じ
て
不
利
益
を
被
る
と
い

つ
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
方
法
と
し
て
、
共
同
実
施
田
ク
リ
ー
ン

開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
岡
排
出
権
取
引
固
の
3
つ
の

制
度
い
わ
ゆ
る
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
盛
り
込
ま

れ
た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る

0

ヘ
ル
リ
ン
・
マ
ン
デ
ー
ト

1京
都
会
議
(
C
O
P
3
)
ま
で
、
C
O
P
に
属
す

る
各
国
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
具
体
的
数
値

月
標
を
盛
り
込
ん
だ
議
定
書
の
発
行
を
目
指
し

た
。
そ
の
第
一
回
の
会
議
(
C
O
P
1
)
で
、
ベ
ル

リ
ン
・
マ
ン
デ
ー
ト
と
い
う
決
議
が
採
択
さ
れ
た

ヘ
ル
リ
ン
・
マ
ン
デ
ー
ト
は
、
1
9
9
7
年
ま
で

に
2
0
0
0
年
以
降
の
先
進
国
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
抑
制
お
よ
び
削
減
対
策
を
、
条
約
議
定
書

ま
た
は
そ
の
他
の
法
的
措
置
に
よ
っ
て
設
定
す

る
こ
と
を
指
令
(
マ
ン
デ
ー
ト
)
の
形
で
定
め
た

も
の
で
あ
る

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

⑤
小
島
喚
国
な
ど
の
脆
弱
な
国
へ
の
支
援
に

関
す
る
国
際
協
力

な
ど
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
バ

り
口
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
積
極
的
な
評
価
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
で
、
E
U
な
ど
が
提

示
し
て
い
た
具
体
的
数
値
目
標
(
2
0
5
0
年
ま

で
に
現
在
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
如
%
削
減
)
が
入

ら
な
か
っ
た
点
で
、
マ
イ
ナ
ス
評
価
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
一
定
の
評
価
が
さ
れ
な
い
現
状
は
、
地

球
温
暖
化
問
題
に
関
す
る
世
界
的
枠
組
み
つ
く

り
の
困
難
さ
を
物
語
っ
て
い
る

0

行
動

3
.
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
行
動
計
画

京
都
議
定
書
が
採
択
さ
れ
た
後
の
C
O
P
は

京
都
議
定
書
や
気
候
変
動
枠
組
条
約
で
定
め
ら

れ
た
規
定
や
制
度
の
実
行
の
た
め
の
詳
細
な
ル
ー

ル
設
定
や
、
具
体
的
な
運
用
方
法
に
つ
い
て
の
議

論
が
中
心
と
な
っ
た
。
C
O
P
4
で
採
択
ざ
れ
た

「
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
行
動
計
画
」
で
は
、
今
後
2

年
間
を
か
け
て
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
設
定
が
話
し

合
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た

0

ー
ー
ー
ー
」

遵
守
措
置
に
関
し
て
は
持
ち
越
さ
れ
た
。
そ
の
持

ち
越
し
事
項
を
議
論
し
、
排
出
権
取
引
や
ク
リ
ー

ノ
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
内
容
や
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
量
の
割
当

量
計
算
窪
な
ど
を
決
定
し
た
の
が
「
マ
ラ
ケ
シ
ユ

合
意
」
で
あ
る
。
こ
の
マ
ラ
ケ
シ
ユ
合
意
で
は
、
排

出
量
取
引
に
お
け
る
売
り
す
ぎ
を
防
止
す
る
た

め
の
取
り
決
め
や
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
源
と

し
て
森
林
を
ど
の
よ
う
に
利
用
で
き
る
か
、
と
い

つ
点
に
関
し
て
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た

用
語
解
説

共
同
実
施

先
進
国
間
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を

図
る
シ
ス
テ
ム

ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム

先
進
国
の
技
術
移
転
な
ど
に
よ
り
発
展

途
上
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
図
る

ソ
ス
テ
ム

排
出
権
取
引

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
枠
を
お
金
で
売

り
買
い
す
る
シ
ス
テ
ム

4
.
マ
ラ
ケ
シ
ユ
合
意

そ
の
後
、
2
0
0
1
年
7
月
の
C
O
P
6
で
部

刀
的
な
が
ら
締
約
国
の
合
意
が
得
ら
れ
た
末
に

出
来
た
の
が
、
ポ
ン
合
意
で
あ
る
。
そ
の
合
意
で

は
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
源

そ
し
て
つ
い
に
2
0
0
5
年
、
温
室
効
果
ガ
ス

を
大
量
に
排
出
し
て
い
る
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
の

参
加
が
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
な
が
ら
京
都

議
定
書
の
第
一
約
東
期
問
が
始
ま
っ
た

こ
の
よ
う
に
、
世
界
は
温
暖
化
防
止
の
枠
組
に

向
け
て
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
き
た
の
で
あ

亨
1
▼

D
E
P
と
し
て

世
界
の
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
同
志
社

エ
コ
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
(
D
E
P
)
で
は
、
学
生
か
ら

も
次
代
の
地
球
温
暖
化
防
止
の
動
き
に
対
し
て

何
ら
か
の
提
案
を
す
べ
く
、
6
月
に
「
世
界
学
生

環
境
サ
ミ
ッ
ト
.
m
京
都
」
を
開
催
す
る
。
世
界
玲

力
国
以
上
か
ら
大
学
生
を
集
め
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
役
立
つ
技
術
開
発
や
、
「
持
続
可
能
な
発
展
」

を
実
現
す
る
た
め
に
学
生
は
何
が
出
来
る
の
か

な
ど
を
話
し
合
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め

て
、
学
生
の
「
議
定
圭
凹
」
を
2
0
0
8
年
7
月
に
開

催
さ
れ
る
G
8
サ
ミ
ッ
ト
(
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
)

な
ど
に
提
出
す
る
。
社
会
的
地
位
や
経
済
的
利
益

に
振
り
回
さ
れ
ず
に
す
む
学
生
な
ら
で
は
の
提

案
に
期
待
し
て
ほ
し
い

0
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Doshisha Eco project
活動報告2007

見
1

.、

2007年度の同志社エコプロジェケト設立以来、私たちはこれまでにエネ

ルギー飼査やゴミ問題、環境保全など、日々さまざまな,イベント・活動を行っ

てきましたそれらを通して自分たちが環境問題にいかに取り組んでぃくべき

か、という意識を高めることができました私たちはこの年で得た経験や反

省を来年度の活動に向けて、最大限に生かしていきます

,.

ー
ー

D
E
P
初
の
イ
ヘ
ン
ト
ー

D
E
P
の
記
念
す
べ
き
第
一
弾
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
 
7
月
口
口
に
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
口
ー

ム
黒
館
劇
場
空
闇
に
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ィ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
D
E
P
を
学
生
に

広
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。

昼
・
夜
の
部
と
2
部
楴
成
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ィ
ベ
ン
ト
に
は
、
両
部
と
も
多
く
の
学
生

が
参
加
。
メ
ン
バ
ー
が
D
E
P
の
活
動
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
、
兀
米
副
大
統
領
の
ア
ル
・

ゴ
ア
氏
が
手
が
け
た
こ
と
で
も
話
題
を
呼
ん
だ
映

画
「
不
都
合
な
真
実
を
放
映
し
、
環
境
闇
題
の

現
状
を
訴
え
ま
し
た
。
同
時
に
実
施
し
て
い
た
浴

衣
の
無
料
貸
出
し
は
人
気
を
博
し
、
早
く
か
ら
着

替
え
を
す
ま
せ
た
学
生
は
、
浴
衣
で
授
業
に
出
席

し
て
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
勧
誘
す
る
な
ど
人
い

に
盛
り
士
が
り
ま
し
た

ま
た
学
内
綴
識
調
査
の
環
と
し
て
、
エ

S
コ
と
し
て
ま
す
か
?
と
題
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
作
成
し
、
学
生
に
事
前
に
配
布
し
ま
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
れ
た
学
生
に
は
、
ロ
ー
ム

記
念
館
1
階
に
あ
る
軽
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ジ
ョ
ア

ミ
」
の
パ
ン
と
飲
み
物
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
う
れ

し
い
特
典
も
両
部
合
わ
せ
て
約
2
0
0
人
も

の
学
生
が
訪
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
約
1
5
0
枚

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
も

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
h
つ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
「
工
S
コ
と
し
て
ま
す
か
?
は
こ
の

イ
ベ
ン
ト
以
外
で
も
、
授
業
で
の
実
施
や
サ
ー

ケ
ル
や
部
活
に
依
頼
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

の
協
力
を
求
め
ま
し
た
0
 
ま
た
、
ロ
ー
ム
記
念

館
や
図
書
館
な
ど
学
生
が
多
く
利
用
す
る
施
設

に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
貴
す
る
こ
と
で
、
回
収
率
の
向
上
を
目
指
し

ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
本
誌
P
口
に
て

報
止
し
て
い
ま
す
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晦^'を証,ι,t壮W,瑚
'、

パネルディスカッションではゲストの方々が勢揃、

熱い語論が交わされました。

史家悠介氏(サラヤ株式会社代喪取締役社長)

自社の歴史、販売されている「ヤシノミ洗郵」」や1氏環境負荷商品等について、

またそれよる生産地木ルネオでの環境保全について講演されました。学生に向

けておっしゃった「変化はチャンス」という言葉は強い響きを持っていました。

柏原康大氏住〔都鎧1丁頭取出羽怯人京都モデルフォレスト協会理,1「長)

京都モデルフォレスト協会の理串として、京都の環境保全について、また銀行

家としての環境への取り組み方について講演されました。「生活を守るのは第一
次産業」という言葉に京都の文化と森林の共生の願いがこめられていました

末吉竹二郎氏(1回連環境計画金融イニシアチブ特別噸Ⅲ1)

「経済」という観点から世界が環境問題に向けてどのように取リ組んでぃ

くべきなのかについて講演されました。最後に紹介された「地球は親からっ
たものではない。子供から預かっているものですよ。」という豪州原住民の
言葉が印象的でした。

環境への鬼!い~ゲスト講演打より~

見HJ.矗・R"氏{a p b a n k 即"D
Mr(hild「肌の桜井きんのエピソードなどを紹介され、その話題に富んだ話

口は来場者にも好評でした。物事を違う目線で見て、感じて、発信できればそ

れは人の胸に深く刺さるという話は、見山さんならではのお話でした。

加藤久(.11氏U瑚西雄ノ」株式会社馴姥"環瞬計画グループチーフマネージャー)

環境問題と組織について話された加藤さんは、組織がーつのものをみんな
て共通して持ち続けるために必要なものはという質問に対して、 3つのポイン

ト姿勢実践・支援」が大切であるという独自の見解を話してくださいました。

環境に対するさまざまな想いがつまった、色と'

とりのメッセージパネル。

ADAM祭

O E P

ACT TWO

、幅赴、逼盲
^"^蹴

11月

.'.

.

^
.

、

蹴

中

ム

、

、

▲

φ

Ⅱ
月
3
 
・
 
4
日
、
日
本
エ
コ
な
祭

同
志
社
京
田
辺
祭
2
0
0
7
・
A
D
A
M

祭
で
は
、
屋
外
テ
ン
ト
に
て
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
(
以
下
B
D
F
)
を
使

用
す
る
発
電
機
と
、
発
電
機
の
燃
料
と
な

る
B
D
F
を
食
廃
油
か
ら
精
製
す
る
機
械

を
導
入
し
ま
し
た
他
に
も
口
ー
ム
記
念

館
劇
場
空
闇
に
て
、
エ
コ
度
チ
エ
ッ
ク
、

エ
コ
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
、
映
画
風
の
谷

の
ナ
ウ
シ
カ
上
映
、
ハ
ネ
ル
展
ポ
な
ど

を
企
画
し
ま
し
た

次
世
代
ス
ー
ハ
ー
燃
料
・
B
D
F
を
禅
人

今
回
は
株
式
会
社
セ
ベ
ッ
ケ
の
ご
協
力

の
も
と
B
D
F
精
製
機
を
凡
緊
山
し
て
食
廃

油
か
ら
B
D
F
を
精
製
す
る
過
程
を
来
場

者
に
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
さ
ら
に

精
製
過
程
か
ら
う
ま
れ
る
廃
液
で
は
洗
剤

を
作
り
、
無
料
配
布
を
実
施
し
ま
し
た

使
用
し
た
食
廃
油
は
学
生
が
円
々
利
用
し

て
い
る
生
協
食
竜
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ

き
 
2
日
間
で
お
よ
そ
2
0
0
り
ツ
ト
ル

の
廃
油
を
B
D
F
に
作
り
亦
久
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

ま
た
、
 
B
D
F
を
使
用
す
る
発
電
機
を

導
人
し
て
、
 
A
D
A
M
祭
で
の
電
力
の
部

を
ま
か
な
い
ま
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
コ
企
画

生
活
の
中
で
の
エ
コ
度
合
い
が
チ
エ
ッ

ケ
で
き
る
エ
コ
度
チ
エ
ッ
ク
を
実
施
し

ま
し
た
人
人
削
と
f
供
用
の
.
種
類
で
家

族
速
れ
の
方
を
巾
心
に
た
く
さ
ん
の
方
に
答

え
て
い
た
だ
き
、
生
活
の
色
々
な
場
面
で
の

ち
ょ
つ
と
し
た
エ
コ
を
意
識
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
ま
た
エ
コ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
募
集
し
、
環
境
に
対
す
る
想
い
を
紙
と
ぺ

ン
で
自
由
に
J
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
そ

れ
ら
を
枚
の
大
き
な
紙
に
貼
り
付
け
て
い

く
こ
と
て
、
色
と
り
ど
り
の
想
い
が
つ
ま
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ポ
ー
ド
が
出
来
ヒ
が
り
ま
し

た
他
に
も
映
画
上
映
や
パ
ネ
ル
展
木
な
ど

を
通
し
て
、
多
く
の
力
に
工
二
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

=

.
七
ノ

Ⅱ
珂
部
日
、
E
V
E
前
夜
祭
で
は
、
D
E
P
初

の
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
環
境
に
対
し
て
私
た

ち
の
で
き
る
こ
と
S
環
境
へ
の
想
い
を
実
現
し

た
企
業
家
た
ち
に
学
ぶ
S
 
を
開
催
し
ま
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
摺
は
な
ん
と
約
2
5
0
名

で
、
同
志
社
の
学
生
以
外
に
市
民
の
方
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
大
好
評
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
Ⅱ
月
部
S
訟
口
に
は
教
室
展
.
尓
、
エ
コ

メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
を
行
い
ま
し
た

環
境
間
題
は
と
て
も
深
刻
な
も
の
で
す

し
か
し
私
た
ち
の
普
段
の
生
活
の
中
に
さ
ま

ざ
ま
な
エ
コ
の
芽
は
存
在
し
て
い
ま
す

A
D
A
M
祭
を
通
し
て
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
自
分
は
何
が
で
き
る
か
、
を
考
え
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
認

識
で
き
ま
し
た

シ
ン
ポ
、
シ
ウ
ム

第
一
部
は
3
名
の
ゲ
ス
ト
に
ょ
る
基
胴
"
演

で
す
ゲ
ス
ト
講
演
者
は
今
ま
さ
に
環
境
脚
題

に
先
進
的
に
取
り
絹
ま
れ
て
い
る
本
物
の
企
業

家
の
皆
さ
ん
即
分
と
い
う
短
い
時
問
の
中
、

す
ば
ら
し
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

そ
し
て
第
部
で
は
、
基
過
論
演
の
ゲ
ス
ト
3

名
、
さ
ら
に
見
山
氏
と
加
藤
氏
の
お
2
人
さ

ら
に
コ
ー
、
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
郡
欝
孝
先
生

(
黒
社
大
学
・
経
済
学
部
教
授
)
と
学
牛
代
表

と
し
て
竹
田
佑
衣
(
D
E
P
・
社
会
学
部
3
回
生
)

を
交
え
て
環
境
と
金
融
を
テ
ー
マ
に
し
た

ハ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た

シ
ン
ホ
ン
ウ
ム
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
来
場
さ
れ
た
方
々
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
0
 
こ
れ
ら
の

回
答
は
貴
重
な
意
見
と
し
て
来
年
の
D
E
P
の
活

動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

叫
答
総
数
・
約
2
0
0
名
中
、
約
町
%
の
方
に

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
参
考
に
な
る
」
と
答

え
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
ま
た
部
%
の
方
が
「
良

い
印
象
を
持
っ
た
」
と
の
こ
と
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
成
功
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
特
に

「
環
境
と
経
済
の
つ
な
が
り
・
関
わ
り
合
い
と
い

う
主
題
に
は
興
味
を
持
た
れ
た
方
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
呼
ん
だ
こ
と
が
大
好

評
で
、
ゲ
ス
ト
を
選
ぶ
作
業
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
っ
た
た
め
大
亦
条
号
ば
し
い
で
す
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
を
こ
こ
で
全
て
紹
介
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
各
人
が
様
々
な
視
点
で
環
境
問
題
に

関
し
て
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す

D
E
P
に
期
待
す
る
こ
と
は
?
」
の
項
目
で
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ベ
ン
ト
・
学
内
の
環
境
対
策

が
上
位
と
な
り
ま
し
た
特
に
学
内
の
環
境
対
策

は
ま
さ
に
D
E
P
に
し
か
で
き
な
い
活
動
で
す

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
が
ん
ぱ
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
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階段づくり

硬式野球垢の裏から入る里山の入りロが急な斜面だったので、階段を作リ安全に上リ下りがで

きるようにしましたチエーンソーで切って尖らした杭を木槌で地面に打ち込み、隙問を石や

土で埋め、平らにしていく作業です

第一回

輔二回

霜三回

蕩四回

禁五回

菓六回

篇七回

冨A回

需九回

筑十回

DEP Π然凧境班による 1"111活動 2007

3月ユ'日里山の下見どこに進冬作畢郵の決定

5月1ユ日ならのホやササユリの侶歴区垣の随謡

盟山に這を"る作禦の昂始6月ユ日

6月お日里山の這を作る作粛の幌き

里山の階段作リの閲始Φ7月1日

7月お日里山の幣皿柞リの続きユ

8月7日旦仙の階段作リの枕き

"月10日里山の階段作りの親き

1ユ月き日ササユリの保N区域の整個竹赫の伐揺

ユ月ユ日月匿付近のホを伐益

FOUR

」1

' 1,,

1
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＼絵、

自然環境班の普段の活動の様子です

1炉

'

12月

グランプリの東京大学 6類エコプロジェクト

環境ウイズ作成委員会のプレゼンの様子

゛

を、

.

コ.',

f い

^

6

.

1- .1!を

ACT

ecocon

n

道づくり

尾相線沿いに主えている邪尻な枝や木を切つて道を通れるようにしました

捻
月
部
・
即
日
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
"
念
青
少

年
自
然
総
合
セ
ン
タ
ー
で
第
5
回
全
国
大
学
生
環
境

活
動
コ
ン
テ
ス
ト
(
通
称
e
c
o
c
o
n
)
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
悦
の
学
生
珠
境
団
体
が
染

ま
り
、
 
D
E
P
か
ら
は
自
然
環
境
班
5
名
と
、
、
学

部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
・
光
田
准
教
授
嘔
務
局
1

名
が
参
加
し
ま
し
た

e
 
c
 
o
 
c
 
o
 
n
と
は
?
・

1
日
目
に
参
加
団
体
が
8
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

ら
れ
、
各
自
の
普
段
の
環
境
活
動
を
5
分
問
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ま
と
め
発
表
し
ま
す
0
 
そ
の
中

か
ら
一
番
優
れ
た
1
団
体
が
選
ぱ
れ
、
 
2
口
目
の
最

終
選
考
に
進
み
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後

に
は
環
境
分
野
で
活
躍
す
る
社
会
人
選
穹
委
員
と
学

生
選
考
委
員
を
中
心
と
し
た
参
加
者
令
員
で
の
議

論
・
意
見
交
換
を
h
う
時
問
が
股
け
ら
れ
、
多
角
的

な
評
価
が
な
さ
れ
ま
す

さ
ら
な
る
向
上
を
め
ざ
し
て

D
E
P
は
自
然
環
境
班
の
普
段
の
活
動
で
あ
る

里
山
整
備
」
と
「
竹
林
被
害
」
を
食
い
止
め
、
雑

木
林
を
復
元
し
て
い
く
活
動
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
D
E
P
は
2
日
目
の
最

終
選
考
に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
考
の
議
論

を
通
じ
て
参
加
者
が
お
亙
い
の
良
い
点
を
学
び
合

、

い

よ
り
広
い
視
野
か
ら
白
分
達
の
普
段
の
環
境
活

動
に
つ
い
て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

最
終
選
考
で
は
、
地
域
の
人
を
巻
き
込
み
マ
イ
バ
ッ

ケ
作
り
・
ゴ
ミ
拾
い
等
を
し
た
団
体
、
ラ
ジ
オ
を
使
っ

て
環
境
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
等
、
学
生
ら

し
い
発
想
で
社
会
・
企
業
と
密
接
に
関
わ
り
活
動
し

て
い
る
団
体
が
競
い
合
い
ま
し
た
ど
の
団
体
の
発

表
も
最
終
選
考
に
ふ
さ
わ
し
く
壽
ら
し
い
も
の
で

し
た
が
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
都
い
た
の
は
、
環
境
ケ
イ

ズ
を
提
供
す
る
携
帯
サ
イ
ト
(
エ
コ
ト
レ
)
を
運
営

す
る
団
体
(
 
6
類
エ
コ
プ
ロ
ジ
エ
ケ
ト
環
境
ク
ィ

ズ
作
成
委
員
会
(
東
京
大
学
¥
で
し
た
。

ま
た
、
 
e
 
c
 
o
 
c
 
o
 
n
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
以
外
に
も

交
流
会
や
分
科
会
が
あ
り
、
社
会
人
の
方
々
や
他
の

参
加
者
と
の
意
見
交
換
が
で
き
、
交
流
も
深
ま
り
ま

し
たこ

の
2
日
間
で
環
境
問
題
に
対
す
る
熱
い
想
い
を

持
っ
た
方
々
と
触
れ
合
い
、
今
後
の
活
動
に
活
か
せ

る
ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
も
う
す
ぐ
発

足
か
ら
1
年
を
迎
え
る
D
E
P
で
す
が
、
更
な
る
発

展
を
同
指
し
て
他
大
学
に
負
け
な
い
よ
う
な
環
境
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

三
一

一
;

、
、

,
'

,
,

■
■
●

■
酉

一
.事

ι
゛

、
卑
、

一
.

D
E
P
の
自
然
環
境
班
は
現
在
、
大
学

の
自
然
環
境
の
保
全
や
地
域
環
境
の
特
性
理

解
の
た
め
、
工
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
光

田
准
教
授
の
指
導
の
下
、
大
学
内
に
あ
る
果

山
の
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

里
山
林
は
人
の
手
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
で

良
好
な
状
態
を
維
持
す
る
森
林
で
す
管
理

が
不
十
分
で
あ
る
と
、
無
造
作
に
木
が
成
長

し
た
り
古
い
木
が
倒
れ
た
り
し
て
十
分
な
光

が
入
り
込
ま
ず
、
暗
い
林
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
そ
の
結
果
草
木
が
植
生
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
士
砂
流
出
や
生
物
多
様
性
の
低

下
を
招
き
里
山
が
荒
廃
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
す

近
年
、
農
山
部
の
過
疎
化
や
都
市
部
で
の

士
地
開
発
の
た
め
に
里
山
の
消
滅
や
質
の
低

下
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
が
、
同
志
社
大
学

に
あ
る
里
山
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
大
学
の
里
山
は
絶
滅
危
倶
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
サ
サ
ユ
リ
が
植
生
し
て
い
る
こ
と

を
始
め
と
し
て
、
と
て
も
貴
重
な
自
然
環
境

で
す私

た
ち
は
、
こ
の
自
然
環
境
を
保
護
す
る

と
と
も
に
、
学
生
や
地
域
の
子
供
た
ち
が
環

境
学
習
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
安
全
で
豊
か

な
里
山
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す

〒
1
 
ー
ー
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質問をするD印メンバーとそれに答える見山さん

呆境と社会をつなげる存在、

それがap bank

す

見山

どて
もい
たた

つれ
て七
そ今
うの
いf

^、

万か
成'
・L、そ

駆い
使っ
した
ても
感の
じを

,^

',

氏
独.インタビュ

ず

φ

' Pメン

^

φ

1
今
日
、
こ
れ
か
ら
一
時
問
程
度
イ
ン
タ
ビ
ユ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す

(
兒
山
)
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

見
山
さ
ん
と
8
 
P

b
 
a
 
虹
k

ー
ま
ず
、
見
山
さ
ん
は
a
p
 
a
n
k
の
理
事

を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
ぅ
い
う
職
業
な

の
で
す
か
。

(
見
山
)
そ
う
で
す
ね
。
職
業
と
い
う
か
役
創
と
し
て

は
、
や
っ
ぱ
り
 
a
 
p
 
b
 
a
 
n
k
つ
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
中
心
の
団
体
で
あ
っ
て
、
僕
ら
は
そ
れ
を
裏
方
で

支
え
る
職
業
っ
て
い
う
の
が
端
的
に
見
え
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
あ
と
は
、
そ
う
で
す
ね
・
:
も
と
も
と

僕
は
銀
行
員
の
出
身
な
の
で
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

方
と
か
が
社
会
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
わ
か
っ
て
い

る
部
分
も
あ
る
ん
で
す
ね
そ
う
い
っ
た
経
験
を
生

か
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
想
い
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
僕
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
と
い
う
位

州
Ⅲ
づ
け
で
す
今
、
企
業
と
か
行
政
と
か
い
ろ
い
ろ

な
所
が
今
環
境
の
問
題
と
い
う
も
の
に
行
き
詰
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
僕
"
身
も
感
じ
て
い
て
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
力
を
使
っ
て
そ
こ
を
補
う
と
い
う

か
:
要
す
る
に
、
お
五
い
か
関
係
し
あ
う
こ
と
で
新

た
な
化
学
反
応
を
生
み
出
す
そ
の
よ
う
な
"
能
性

を
a
 
p
 
b
 
a
n
k
つ
て
す
ご
く
持
っ
て
い
る
な
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
僕
ら
は
「
a
 
p
 
b
a
n
k
が

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
と

結
び
つ
い
て
い
く
と
い
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
h
政

や
企
業
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
か
っ
て
い
く
か
、
企
業
・

■
■

翌
●
麺

行
政
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
行
き
詰
っ
て
い
る
の

か
、
そ
れ
に
対
し
て
、
内
分
た
ち
が
ど
う
い
う
こ
と

が
で
き
る
か
、
常
日
頃
老
え
て
僕
は
活
動
し
て
い
ま

す
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
a
 
p
 
b
 
a
n
k
の
べ
ー
ス
に

な
る
融
資
の
部
分
は
し
つ
か
り
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
の
で
、
そ
こ
は
日
常
の
管
理
か
ら
、
融
資
の

審
査
か
ら
、
自
分
が
中
心
に
な
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

1
(
見
山
さ
ん
は
)
融
資
と
ア
テ
ィ
ス
、
環
境

と
社
会
を
つ
な
げ
る
役
割
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

(
見
山
)
そ
う
で
す
ね
。

持
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
僕
は
立
教
大
出

身
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
社
会
人
大
学
院
っ
て
い
う
の

が
立
教
大
に
で
き
て
、
そ
こ
で
欧
米
流
の
戦
略
論
を

勉
強
し
よ
う
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
た
だ
、

実
際
大
学
に
人
う
て
勉
強
し
て
、
欧
米
の
や
り

方
と
日
本
の
や
り
方
っ
て
明
ら
か
に
違
う
な
っ
て
感

じ
ま
し
た
だ
か
ら
、
欧
米
の
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
て
や
っ
て
い
っ
て
も
仕
方
な
い
な
と
思
い
ま

し
た
そ
れ
で
、
日
本
的
な
も
の
は
何
だ
ろ
う
っ
て

考
え
た
時
に
、
日
本
の
企
業
が
ど
う
い
う
生
い
立
ち

で
成
り
立
っ
て
き
て
い
る
か
っ
て
い
う
こ
と
が
す
ご

く
大
事
だ
な
と
思
っ
た
ん
て
す
ね
そ
こ
ま
で
遡
っ

て
考
え
な
い
と
職
略
っ
て
出
て
来
な
い
な
と
例
え

ば
、
あ
る
日
か
ら
急
に
「
自
分
た
ち
は
こ
う
い
う
戦

略
で
や
り
ま
す
っ
て
い
っ
て
も
そ
れ
は
雌
し
い
け

れ
ど
、
向
分
た
ち
の
過
去
の
歴
史
に
沿
う
形
で
、
そ

れ
に
準
ず
る
形
で
今
か
ら
戦
略
を
立
て
て
い
く
と
、

た
ぶ
ん
す
ご
く
効
果
的
な
戦
略
が
打
ち
出
せ
る
か

な
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
日
本
は
も
と
も
と
資
源
が

な
い
国
と
い
う
制
約
条
件
の
も
と
に
あ
っ
て
、
そ
う

い
っ
た
制
約
条
件
を
克
服
し
て
ぎ
た
歴
史
な
ん
で

す
ね
結
局
そ
れ
が
環
境
に
対
し
て
優
し
い
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
る
ん
で
す
け
れ
ど
ト
リ
プ
ル
ボ

ト
ム
ラ
イ
ン
つ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
け
ど
、
C
S
R
つ
て
考
え
方
っ
て
、
社
ム
=
・
環

境
・
経
済
っ
て
い
う
の
が
3
つ
の
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
な

ん
で
す
ね
こ
の
3
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ
て
、
こ

れ
は
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
け
れ

ど
、
社
会
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
つ
て
い
う
の
は
例
え
ぱ

貧
困
と
か
格
差
の
問
題
の
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
型

の
企
業
が
力
を
入
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
つ
て
言
わ
れ
て

い
る
ん
で
す
ね
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
稙
民
地
支
配

ー
で
は
、
住
友
銀
行
(
現
三
井
住
友
銀
行
)
か
ら

a
 
p
 
b
 
a
n
k
の
理
事
に
転
職
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
、
そ
こ
忙
転
職
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
か

動
機
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

(
見
山
)
ラ
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
も
と
も
と
僕

の
父
親
が
公
務
員
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
公
的
な

仕
東
に
対
し
て
憧
れ
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
父
親
と

同
じ
士
俵
で
は
闘
え
な
い
け
れ
ど
、
白
分
も
違
う

と
こ
ろ
で
公
的
な
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
こ

と
で
銀
行
を
選
ん
だ
ん
で
す
。
そ
う
し
た
と
き
に
、

銀
行
に
公
的
資
金
が
入
っ
て
、
と
に
か
く
利
益
を
積

み
上
げ
て
公
的
資
金
を
返
す
原
資
を
作
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
、
銀
行
の
自
由
が
な
く
な
っ
た
よ
う
な
時

期
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
そ
う
い
っ
た
中
に
僕
は
い

て
、
白
分
は
想
い
を
持
っ
て
こ
の
仕
市
を
や
っ
て
い
る

け
れ
ど
、
私
企
業
の
エ
ゴ
で
、
利
益
だ
け
得
ら
れ
れ

ば
何
や
っ
て
も
い
い
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
若
干

違
和
感
を
持
ち
ま
し
た
も
し
か
し
た
ら
ど
こ
か
で

銀
行
と
ケ
ン
カ
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
そ
の
時
に
内
分
と
し
て
の
選
択
肢
を

の
反
省
が
あ
っ
た
か
ら
そ
れ
か
ら
、
経
済
的
な
と

こ
ろ
に
軸
足
を
お
い
て
C
S
R
を
打
え
る
の
は
ア

メ
リ
カ
型
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

資
本
上
義
の
中
心
に
あ
る
国
だ
か
ら
環
境
に
対

し
て
軸
足
を
置
い
て
C
S
R
を
弩
え
る
っ
て
い
う
の

は
、
た
ぶ
ん
他
の
地
城
に
は
な
い
1
本
独
白
の
も
の

か
な
と
僕
は
思
う
の
で
、
日
本
の
国
際
競
争
戦
略
っ

て
い
う
の
は
環
境
を
基
点
と
し
て
考
え
て
い
く
の
が

い
い
ん
じ
や
な
い
か
な
と
思
っ
た
の
が
、
環
境
を
愆

識
す
る
ま
ず
第
一
の
き
っ
か
け
で
す
ね
そ
れ
か

つ
同
で
す
こ
れ
、
も
っ
と
短
く
言
わ
な
い
と
い
け
な

い
ね
(
笑
)
。
そ
れ
で
、
2
つ
門
は
、
今
、
自
分
も
f
ど

も
が
い
る
ん
で
す
が
、
白
分
が
f
ど
も
の
頃
っ
て
い

う
の
は
、
四
季
っ
て
い
う
の
は
五
感
遍
じ
て
い
た

よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
ね
例
え
ば
、
自
転
車
を

こ
い
で
肌
に
あ
た
っ
た
風
の
感
覚
と
か
、
一
歩
踏
み

出
し
た
時
に
し
や
り
つ
て
音
が
す
る
霜
を
踏
ん
だ

感
覚
と
か
新
芽
の
匂
い

が
感
じ
ら
れ
る
感
党
と

う
こ
と
つ
て
あ
ま
り
な

い
ん
じ
や
な
い
か
な
と

恩
っ
た
ん
で
す
よ
自
分

の
f
ど
も
を
見
て
い
て

自
分
の
f
ど
も
が
朝
起

き
て
や
る
の
は
、
テ
レ
ビ

を
つ
け
て
今
口
何
度
か

な
つ
て
い
う
の
を
テ
レ

ビ
で
兒
て
、
デ
ジ
タ
ル
な

恬
訳
で
度
っ
て
出

る
と
そ
の
感
党
で
媛
か

い
と
か
寒
い
と
か
、
Π
分

の
そ
の
日
に
統
る
洋
服

を
決
め
る
み
た
い
な
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
や
っ

ぱ
り
そ
う
い
う
の
っ
て

ど
ぅ
な
の
か
な
っ
て
だ

ん
だ
ん
環
境
の
゛
叢
っ
て
い
う
の
が
、
人
問
と
し
て

退
化
し
て
き
ち
ゃ
う
ん
じ
や
な
い
か
な
と
す
ご
く

そ
う
い
う
危
鑾
織
を
持
ち
ま
し
た
。
も
っ
と
倒
頃

か
ら
拘
然
空
織
す
る
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
教
育

を
白
分
も
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
し
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
が
世
の
中
で
も
f
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
た
っ
て
い
う
の

が
2
つ
め
の
動
機
で
す
ね
だ
か
ら
、
仕
喫
を
通
じ

て
っ
て
こ
と
と
、
私
生
活
っ
て
こ
と
と

そ
れ
が
a
 
b
 
a
n
k
つ
て
い
、
つ
と
し
ろ
に

は
、
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
た
の
で
す
か
。

(
見
山
)
そ
う
で
す
ね
。
僕
は
大
学
院
が
終
わ
っ
た

時
に
、
そ
の
2
年
問
っ
て
自
分
に
と
っ
て
充
実
し
て

い
て
、
自
分
の
什
東
っ
て
い
う
も
の
を
客
観
視
す

る
こ
と
が
で
き
た
な
と
感
じ
た
ん
で
す
だ
か
ら
、

そ
れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
な
と

思
っ
て
、
友
人
と
「
じ
や
あ
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
て

N
P
0
を
創
ろ
う
か
」
と
い
う
擶
想
に
至
っ
た
ん

で
す
ね
ど
う
い
う
N
P
0
か
っ
て
い
う
と
、
環
境

問
題
へ
の
取
り
組
み
っ
て
行
政
も
企
業
も
や
っ
て
い

る
し
、
N
P
O
・
N
C
0
も
や
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

何
か
み
ん
な
が
仲
良
く
や
っ
て
い
る
感
じ
が
な
か
っ

た
の
で
、
仲
良
く
で
き
る
た
め
の
通
訳
み
た
い
な
N

P
0
を
創
っ
て
い
く
と
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
仲
良

く
や
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
だ

か
ら
白
分
た
ち
は
通
訳
の
N
P
0
を
創
っ
て
、
す

で
に
環
境
の
活
動
を
し
て
い
る
面
臼
い
活
動
を
し

て
い
る
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
そ
の
友
人
は
朝
日
新
聞
に
勤
め
て
い

て
、
た
ま
た
ま
彼
が
a
 
p
 
b
 
a
n
k
の
小
林
武

史
曾
楽
プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
)
を
取
材
し
た
こ
と
が

あ
っ
て
、
連
絡
先
知
っ
て
い
る
か
ら
速
緒
し
て
み

る
よ
っ
て
っ
て
、
連
絡
を
し
た
ら
会
え
ま
し
た

初
め
て
会
っ
た
時
に
自
分
た
ち
が
等
え
て
い
た
こ

と
を
仏
え
た
ら
、
ま
さ
に
小
林
も
者
え
て
い
る
こ
と

が
同
じ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
そ
れ
で
意
気
投
合
し

て
、
気
が
つ
い
た
ら
、
僕
は
外
か
ら
支
え
る
は
ず
が
、

中
に
人
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
(
笑
)
そ
ん
な
感
じ
で
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1

φ

1
実
際
つ
な
い
で
い
る
な
と
感
じ
る
よ
う
"
場
面

は
あ
り
ま
す
か
。

(
見
山
)
こ
れ
は
不
定
期
で
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

れ
ど
、
 
e
 
c
 
o
,
 
r
 
e
 
s
 
0
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
つ
て
い
,
つ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
基
本
小

林
が
入
っ
て
、
た
ま
に
櫻
井
(
M
 
r
.
 
c
h
i
1

d
 
r
e
n
ボ
ー
カ
ル
)
も
入
っ
て
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
が
、
 
e
 
c
 
o
.
 
r
 
e
 
s
 
0
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
つ
て
い
う
の
は
あ
る
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
い
ろ
い

ろ
な
セ
ケ
タ
ー
の
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
そ
れ
こ

そ
N
P
0
な
り
N
G
0
な
り
、
<
止
業
な
P
打
政
な

り
。
そ
れ
で
、
例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
し
て

N
P
O
・
N
C
0
の
人
が
政
府
は
な
っ
て
い
な
い

み
た
い
な
話
を
し
た
と
き
に
、
実
際
政
府
で
そ
の
政

策
を
や
っ
て
い
る
人
も
呼
ん
で
、
そ
う
い
う
人
に
も

そ
の
場
で
発
言
し
て
も
ら
っ
た
り
で
き
て
、
-
し
れ
は

e
 
c
 
o
.
r
 
e
 
s
 
0
で
き
て
い
る
な
と

1
面
白
い
で
す
ね
。

(
見
山
)
で
す
よ
ね
。
な
か
な
か
そ
う
い
う
場
っ
て
な

い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

う
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
い
る
活
動
で
す
よ
ね
ス

ピ
ー
ド
と
い
っ
た
の
は
た
だ
単
に
想
い
を
も
っ
て

だ
ら
だ
ら
と
続
け
て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
く

て
、
成
功
事
例
み
た
い
な
も
の
を
仙
の
中
に
示
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
短
期
的
な
同
標
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
。
(
a
 
p
 
b
 
a
n
k
に
は
)
短
期
的
な

自
標
と
長
期
的
な
目
標
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
長
期

的
な
目
^
と
し
て
の
^
想
は
、
 
e
 
c
o
 
r
 
e
s
 
o

み
た
い
な
気
持
が
浸
透
し
て
い
っ
て
、
そ
う
い
う
人

た
ち
が
増
え
て
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
内
分

た
ち
も
こ
ん
な
こ
と
始
め
ま
し
た
」
み
た
い
に
、
実

際
に
一
歩
ず
つ
、
融
資
と
合
わ
せ
て
何
か
小
し
て
い

け
る
よ
う
な
も
の
を
創
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
実
は
今
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
そ
れ
が
唯
の
答
え
で
は

な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ

う
な
行
動
で
す
よ
ね
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
僕
ら
で

も
今
起
こ
そ
う
と
し
て
い
ま
す

ー
そ
う
い
っ
た
活
動
を
続
け
る
想
い
と
か
自
分
自

身
の
教
副
、
根
源
が
あ
る
の
で
す
か
。

(
見
山
)
何
で
し
ょ
う
ね
。
:
・
最
近
い
ろ
い
ろ
小
林
と

も
話
を
し
て
い
て
、
2
つ
の
こ
と
に
行
き
つ
く
ん
で

す
が
、
そ
れ
が
想
い
と
ス
ピ
ー
ド
な
ん
で
す
ね
。
小

林
に
し
て
も
僕
に
し
て
も
櫻
井
に
し
て
も
全
部
同

じ
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
並
べ
る
の
は
よ
く
な
い
ん

で
す
け
ど
、
小
林
、
櫻
井
も
そ
れ
ぞ
れ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
の
想
い
を
も
っ
て
や
っ
て
い
る
そ
れ
で
、

僕
は
僕
で
、
自
分
の
経
験
を
通
じ
て
想
い
を
持
っ

て
こ
の
活
動
を
や
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
想
い
を
持
っ
て
、
や
り
遂
げ
た
い
と
い
う
、
そ

始
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

(
兇
山
)
今
準
備
中
で
す
。
い
ろ
い
ろ
関
係
各
所
と
調

整
中
の
プ
R
シ
エ
ケ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ー
そ
れ
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
ん
で
す
か
。

(
見
山
)
そ
こ
も
今
調
整
中
な
ん
で
す
よ
ね
。
(
笑
)

ー
そ
れ
で
は
、
 
a
 
p
 
b
 
a
n
k
の
■
取
大
の
魅
力

と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か

(
見
山
)
一
L
れ
は
み
な
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
こ
と
と

全
く
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
こ
う
い
う
こ
と
を
始
め
た
と
い
う

こ
と
で
す
よ
ね
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
才
能
を
公
的
な

部
分
に
対
し
て
、
し
か
も
そ
れ
を
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

で
使
っ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
つ
て
今
ま
で

そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
や
っ
ぱ

リ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
持
っ
て
い
る
影
響
力
と
い
う
の

は
、
本
当
に
す
ご
い
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
そ
れ
で
、
こ
の
問
ち
ょ
つ
と
話
を
し
た
こ
と

で
い
う
と
、
左
脳
と
右
脳
と
い
う
考
え
方
が
あ
る

ん
で
す
ね
企
業
と
か
行
政
っ
て
い
う
の
は
左
脳
的

な
発
想
で
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
ん
脳
を
よ
く
使
う

ん
で
す
よ
ね
論
理
的
な
思
考
と
か
ロ
ジ
ッ
ク
に
落

と
し
て
い
く
と
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
つ
て
園
わ
れ

て
い
る
も
の
は
ま
さ
に
左
脳
的
な
発
想
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
環
境
問
題
を
や
っ
て
い
こ
う
と
な
る

と
、
本
業
の
利
益
の
追
求
の
部
分
と
か
い
ろ
い
ろ
行

き
詰
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
例
え

ば
、
行
政
で
も
チ
ー
ム
マ
イ
ナ
ス
6
%
」
つ
て
い
う

日
標
を
掲
げ
て
や
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
い
ま
い
ち
浸

透
し
な
い
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
論
理
的
な

思
老
で
物
喫
を
考
え
て
、
そ
こ
ま
で
は
絞
り
込
め

た
け
ど
、
そ
こ
か
ら
先
は
ど
う
や
っ
て
い
く
か
、
そ

こ
を
突
破
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
の
は
、

や
っ
ぱ
り
左
脳
だ
け
で
老
え
て
し
ま
っ
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
右
脳
っ
て
い
う
の
は
感
性
と
か

心
で
感
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
は
従
来
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
中
で
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
発
想
で
、
今

ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
発
想
だ
と
思
う
ん
で
す

よ
ね
例
え
ば
、
機
能
よ
り
も
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
論

理
よ
り
ス
ト
ー
リ
ー
と
か
、
あ
と
個
よ
り
調
和
み

た
い
な
も
の
で
す
ね
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
統
合
的
に

物
事
を
捉
え
て
い
く
つ
て
い
う
の
は
、
右
脳
的
な
発

想
だ
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
い
て
ょ
く
わ
か
る
こ
と

な
ん
で
す
が
、
「
ノ
ー
テ
ィ
ス
ト
つ
て
そ
れ
が
す
ご
く

長
け
て
い
る
ん
で
す
よ
。
た
ぶ
ん
今
、
時
代
が
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
な
感
性
と
か
、
そ
っ
ち
の
方
向
に
向
い
て

い
る
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
、
僕
は
そ
こ
に
す
、
こ
く
a
 
p
 
b
 
a
n
k
の
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

1
社
会
も
今
そ
れ
を
求
め
て
い
る
と

(
見
山
)
そ
う
い
う
時
代
な
の
か
な
と
思
い
ま
す

こ
と
を
僕
自
身
も
含
め
て
こ
れ
か
ら
も
っ
と
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
a
 
p
 
b
 
a
n
k

が
本
当
に
正
解
だ
っ
た
な
と
思
う
の
は
、
融
資
と
い

う
活
動
を
通
じ
て
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
融
資
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
が

何
か
を
事
業
と
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
実
際
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
て
サ

ボ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

広
が
り
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
も
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
っ
て
い
う
点
で
、
環
境
の
プ
ロ
、
シ
エ

ケ
ト
で
融
資
っ
て
い
う
の
は
、
一
番
い
い
手
段
な
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
融
資
っ
て
続
け
て

い
く
こ
と
に
す
ご
く
意
味
が
あ
っ
て
、
僕
ら
も
毎
回

十
件
ず
つ
く
ら
い
で
融
資
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
、

後
で
振
り
返
っ
た
と
き
に
、
点
が
線
で
つ
な
が
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
、
シ
エ
ク

ト
が
つ
な
が
っ
て
い
る
感
が
す
ご
く
出
て
く
る
例

え
ば
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
】
に
し
て
も
、
太
陽
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
風
力
や
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
、
長
い
こ

と
融
資
を
や
っ
て
い
る
と
、
全
部
の
と
こ
ろ
に
融
資

が
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
る
そ
れ
は
、
僕
た
ち
が
あ
え

て
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、
結
果
と
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
こ
れ
は
田
中

優
さ
ん
と
か
も
弓
て
い
る
ん
で
す
が
、
「
点
が
線
に

な
っ
た
じ
ゃ
あ
今
度
は
面
で
つ
な
い
で
い
こ
う
っ

て
い
う
、
そ
う
い
う
感
じ
で
す
よ
ね
僕
は
融
資
は

や
り
続
け
る
こ
と
が
す
ご
く
大
事
だ
な
と
思
い
ま

活
動
を
し
て

「
環
境
」
と
い
う
も
の
を
、
見
山
さ
ん
自
身
が
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
心
が
け
て
い
る
こ
と

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

(
見
山
)
そ
う
で
す
ね
。
環
境
っ
て
い
う
の
は
唯
一
の

処
方
髮
が
な
い
と
い
う
か
、
す
ご
く
多
岐
に
わ
た
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
例
え
ぱ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

U
2
の
ポ
ノ
が
h
つ
て
い
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
R
E
D
つ

て
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
あ
れ
は
エ
イ
ズ
や
マ

ラ
リ
ア
な
ど
の
撲
滅
の
た
め
に
基
金
を
出
し
て
ワ

ケ
チ
ン
を
配
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
エ
ケ
ト
な
ん
で
す

ね
エ
イ
ズ
と
か
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
疫
病
関
係
の
も

の
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
多
く
配
れ
ば
そ
れ
だ
け
多
く
の

人
が
助
か
る
と
い
う
、
そ
こ
だ
け
や
っ
て
い
け
ぱ
必

ず
そ
こ
に
届
く
っ
て
い
う
も
の
な
ん
で
す
で
も
、
環

境
っ
て
ど
こ
が
入
り
口
で
ど
こ
が
出
口
か
も
わ
か
ら

な
い
も
の
な
の
で
、
す
ご
く
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

ん
で
す
ね
だ
か
ら
そ
れ
を
全
部
網
羅
す
る
と
い
う

の
は
お
そ
ら
く
無
理
だ
と
思
い
ま
す
ね
こ
れ
は
僕

が
a
 
p
 
b
 
a
n
k
で
学
ん
だ
こ
と
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
「
実
感
に
落
と
し
込
む
」
と
い
,
つ
、
再
葉
を
よ

く
使
い
ま
す
ね
。
要
す
る
に
、
実
感
し
な
い
と
行
動

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
っ
き
の
右

脳
と
左
脳
の
話
と
よ
く
似
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、

頭
で
考
え
て
い
て
も
難
し
い
な
っ
て
い
う
こ
と
が
頭

の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
回
て
、
実
際
行
動
に
は
な
か
な

か
移
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な

ー
そ
、
つ
い
う
a
 
p
 
b
 
a
 
n
k
と
い
、
つ
団
体
の
活

動
の
根
幹
で
あ
る
融
資
活
動
に
つ
い
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

(
見
山
)
融
資
っ
て
す
ご
く
難
し
い
も
の
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
ね
助
け
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

融
資
を
す
る
け
れ
ど
、
も
し
そ
れ
が
返
済
さ
れ
な

か
っ
た
ら
、
そ
の
人
も
傷
つ
く
し
、
自
分
た
ち
も
侮
つ

く
想
い
と
か
も
す
ご
く
大
事
な
も
の
で
あ
る
一
方

て
、
お
金
が
循
環
し
て
戻
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
い
と
い
け
な
い
だ
か
ら
、

あ
る
程
度
専
門
的
な
知
識
と
い
う
の
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
預
け
る
側
も
そ
う
な
の
だ
け
れ
ど
、
結

局
「
い
い
こ
と
や
っ
て
い
ま
す
っ
て
い
う
の
で
集
め

る
の
は
限
界
が
あ
っ
て
、
実
際
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に

融
資
を
し
て
、
ど
う
い
う
結
果
が
出
た
か
と
い
う
の

を
ち
ゃ
ん
と
世
の
中
に
尓
し
て
い
く
そ
う
い
っ
た

い
ん
だ
っ
て
い
う
の

は
、
た
ぶ
ん
頭
よ
り
心

で
感
じ
て
い
る
こ
と

だ
と
思
う
の
で
、
そ
の

心
で
感
じ
取
る
っ
て
い

う
こ
と
が
必
要
な
の

か
な
と
思
い
ま
す
こ

れ
は
何
で
も
い
い
と

思
う
ん
で
す
よ
。
実
感

に
落
と
し
込
め
て
い
る
な
と
思
う
の
は
、
例
え
ば
、

a
 
p
 
b
 
a
 
n
k
 
f
 
e
 
S
で
、
野
外
の
気
持
ち
が

い
い
空
問
で
好
き
な
音
楽
を
聴
く
っ
て
い
う
こ
と
は

そ
れ
だ
け
で
す
ご
く
吸
収
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
そ
れ
か
ら
、
環
境
を
老
え
る
う
え
で
、
食
っ
て
い

う
の
は
外
せ
な
い
も
の
だ
け
れ
ど
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

フ
ー
ド
と
か
で
「
環
境
に
い
い
ん
で
す
」
と
か
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
μ
わ
れ
て
も
、
「
そ
う
で
す
か
っ
て
い
う
し

か
な
い
け
れ
ど
、
食
べ
て
く
だ
さ
い
っ
て
園
わ
れ
て

食
べ
る
と
「
な
る
ほ
ど
」
つ
て
思
、
つ
こ
と
が
あ
ウ
た
り

す
る
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
だ

か
ら
、
自
分
で
体
験
で
ぎ
た
り
す
る
よ
う
な
場
が
あ

る
と
い
い
の
だ
ろ
う
な
っ
て
、
そ
れ
が
番
仏
え
や

す
い
、
伝
わ
り
や
す
い
こ
と
な
の
か
な
と
い
う
の
が
、

僕
磨
身
も
a
 
p
 
b
a
n
k
で
の
活
動
を
通
じ
て

学
ん
だ
こ
と
で
す

環
境
を
心
憲
じ
よ
う
。

S
時
代
が
右
脳
的
な
発
想
を
求
め
て
い
る
S

1
具
体
的
に
は
あ
り
ま
す
か

(
見
山
)
僕
は
た
そ
が
れ
時
が
好
き
な
ん
で
す
よ

(
笑
)
。
タ
焼
け
の
ね
、
あ
の
微
妙
な
感
じ
車
を
運

転
し
て
い
て
も
、
そ
の
く
ら
い
の
時
間
に
な
る
と
泣

き
そ
う
に
な
る
く
ら
い
し
ー
ん
と
き
ま
す
何
と
い

う
か
、
自
然
じ
や
な
い
と
絶
対
作
れ
な
い
よ
う
な
色

の
ニ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
か
が
昔
か
ら
好
き
な
ん
で
す

た
そ
が
れ
ま
す
ね
(
笑
)
。
今
事
務
所
が
麻
布
十
番

に
あ
る
ビ
ル
の
8
階
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
六
本
木
ヒ

ル
ズ
が
見
え
る
ん
で
す
よ
ね
そ
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ

と
か
の
夕
焼
け
も
す
ご
く
き
れ
い
で
す
よ

1
最
後
に
、
見
山
さ
ん
自
身
が
残
し
た
い
と
思
う

環
境
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

(
見
山
)
残
し
た
い
と
思
、
ワ
環
境
:
。
漠
然
と
し
て

い
る
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
日
本
っ
て
四
季
が
あ
る
か

ら
美
し
い
国
だ
と
思
う
の
で
、
四
季
が
ボ
ー
ダ
レ
ス

に
な
る
と
つ
ま
ら
な
い
な
と
思
い
ま
す
や
っ
ぱ
り

四
季
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
な
っ
て
思
い

ま
す
ね

ー
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す

(
見
山
)
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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14:00

15:00

帰宅途中

買い物

1、まずはTシャツを切り

ますチョキチョキ・

と~つても簡単! My・Tシャツ deMy・ec0バツグを作ろう!

16:00

17:00

晩御飯

2、Tシャツの裾を縫います

ec0バッグの底部分になります小

3、袖部分を縫って持ち

手の部分を作リます

エコノ丈ツクで買い物へ Let'S90!!

辰雪二

18:00

0→エコクッキングは買い物か

ら始まっていますよ野菜は包

装の少ないものをChoice"

ービニール包装の無いばら売リ

の玉ねぎを買いました

戸

19:00

コサージユも作っ

ちゃいました☆

4、出来上がり!

近藤君の本日の献立

*ビーフシチユー

*水鮫子(エコ Cooking)

エコ Cooking で美昧しい晩こ飯

峪

任籍=

20:00

後片付け

0→ピニール袋お断り"買い物カゴに

「お断り力ード」を入れて商品はマイ

パッグヘ。ポイントカードにスタンプ

も押してもらいました小このようなシ

ステムがいろんな場所で広まるといい

ですね.

1用意した野菜の切れ

端を全部みじん切りに

します

.

.

②ボウルに刻んだキャ

ベツの芯とにんじんの

皮を入れてー

21:00

今日のメインディッシユはビーフシチユー材料を無駄

なく使って、もう一品.キャベツの芯、にんじんの皮、

新入生必見"

コな'人暮らし提言

大根の葉をひき肉と混ぜ、ギ,ーザの臭を作ります。 W二0

食器洗いも環境にやさしく.V V.

22:00

就寝

任雪二

③さらに大根の葉を

ひき肉と投入して、

手で混ぜます

0→後片付けまでエコクッキングは続きます。使っナ食器

を洗う前に、お皿についた汚れは古布で拭き取ります。洗

剤の使用と、汚水の排出がずっと削減できて、これは

とってもエコですね。

近藤君お疲れ様でした★これからもエコ1ifeで充実した大学生活を送ってくださいねっP(<・<)q

@小麦粉と水で皮ま

て手作り,皮て具を

包み、ゆでます

駈さんは苦段生活しτいるときに「環境」つて考えτいますか?特に一人暮らしを始める新入生のみんなは、ただでさえ大変な一人萪らしにそこまて弧

が回りまゼんよね.ここでは、ある一人の同志社大学生一日密署を通して、「やって峯しいエコな一人孤らし」を捉します。これを兄τいる牲さん!ベー

ジはこのままに部屈に戻っτエコポイントをチ1ツクしてエコクッキングにチャレンシです 1 こ'参●1あれ、

皆さん!いかがでしたでしょうか?目から鯨な情報がありましたか?それとももう実行していましたか?是非、友達や

身の回リの人にも教えてあげてくださいね

確かに一人暮らしで出来るエコなんて小さいことてすすこく小さいことてすでも、私たちDEPはこれを行おうと

する気持ちこそが一番大きな物であると信していまず

電気とエアコンを消し、パソコン、

切って、おやすみなさ~い(P_+)

フ:00

~ある先輩の'日@京田辺~

⑤エコCooki"gで手
作り水鮫子の完成"

いただきま~す"

、

起床

.エ.

Profile

近藤陽(コンドウアキラ)工学部 2回生

仙台から出てきて、1人芸らし暦は約2年。初めは生活するのに精いっぱいだったが、現在は余裕も出

てきて、エコな一人暮らしにチャレンジしています。DEPの里山班リーダーや環境系和みサーケル

e・cydeの3代目代表を歴任田んほや里山が好きな近藤君は、普段の生活からエコを意識しているモ

うです現在の悩みは後輩にもてあそばれること。なお、彼女募集中

テレビの電源を

立,.

8:00

j先顔

シ先濯

9:00

おはようこざいます☆

ということで、始まりました!1日密着

今日はこれから近藤くんの1日に密署し、どれだ

けエコな生活が出来ているかを見ていきますよ"

エコチエックSTART!

任吾=

朝食

10:00

X→早速アキラくん減点です、ついつ

いしがちな水の出しっぱなし洗面器

に水を溜めてから顔を洗いましょう!

自宅出発

D印広報部企画制作チームー同

Ⅱ1夢*'0→下宿生ならっいつぃ買ってしまいがちな飲み物です

11:00

0→ホースとポンプを使つてお風呂

Ⅱ1評'コのお湯を洗濯で再承」用してぃます☆

が、外へ出かけるときは水筒持参でしっかりエコしま

しょう!!

12:00

これはすぱらしい面倒なことでも、

ちょつとの思いやりでエコならし

,

さヤ、ここで近藤くん宅にエアコンを発見アパートによっ

tエアコンは備え付けだったりしますが、暖房器具の定番、

エアコン・こたつ・ホツトカーペットの中ではいったいどれ

が一番エコ家低なのでしょうか?

.

&雪・小対"如兆汁
外出するたびにコンセントを抜くのは大変

^

13:00

,・・そこでスイッチ1つで小まめに節低!ス

イッチ0Nのコンセント化だけ砥気が流せ

るれ物みなさんも使ってみてはいかが

こたえしよ・・・

1番はこたつ。

2番はホットカーペット、そして3番目はエアコンてす

ホツトカーペツトはなんとこたっの約2倍のC02を排出してい
て、エアコンだと約2占倍にもなるのです。アキラくん宅はア

コンので・・エコ家処では住1夢..Xですね。
友達とこたつでわきあいあい和むのもエコなのですよ!!

^

きらにエコ生活の提案"

上のを見てくだきい

冷蔵庫・トイレの2つを屯っと工〒に利

用する住はどうしたら良いでしょうか?

まずは、冷蔵廊の上に物をのせない!熱

の放出を妨げるので、余計なエネルギー

がかかってしまいます。

そして、トイレのタンウにぺットボトル

を入れよう!ペットボトルの体積分の水

を節約することができます。

アキラくん、もう一工夫!Ⅱ1蔀コ△
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次期美人集長

1高野恵理子

ユ袋田の滝

茨城県)

3企画

(互X吾水の排出を減らす

努力をしています仲觸

エコと節約Wて,H叩Pyですj

だまれ!初

5 自分にもメリットが返ってくる

よう尋お得で楽しいエコ1ifeを、読

者の皆さんに広めていけたらいい

な、と思つています一人の小さな

心掛けにも、1也球の未来にとって

ちゃんと章味があるから。.「じゃあ

【以下熱い想いは統く・ー。】

集長

ν」畊木楓子

2風車

???)

③見山氏インタビユー、

活動報告

即 bank与7

④ヤシノミ洗剤使ってます☆

⑤自分にとって本当に「D印な一年
でした。こんなわがままな偶集長二

後まで付き合っτいただいた広報

部のみなさん.お疲れ操でした!

①名前

1中村祐希

②未来に残したい環境

2法然院

京都府)

(写真)

3リーダーの言葉

③担当記事

垂准い捨てではなく自分だけの
火切なモノを使ってこう!と思い、

手織い箸入れのMY箸持参

マザー"'7広報

④私の日常エコ自慢

5DEPは大学の環境活動の可能

性を広げたと思います!0印のネッ

トウークはすばらしいにのメンバー

との繋がりを大切にしたい.

⑤この一年を通して

編集後記

1久保菜穂

年問報告雪を支えでくれオ
広報部メン

班後に波らの残したい理境寿
メッセージととも1
お届けします

来年のD印に期待してください!

ユ与論島

沖縄県)

③企画

ナチユラルムートメーカー

④Nアップ&両而印刷好き,
いかに印刷枚数を抑えるかい

つも考えます!

〒ザインクイーン

W州, kcn kyoto. JP
drm. dosh isha. ac. jp

今後のお知らせ邸

⑤広報の仕事は何もかもが

初挑戦でてんてこまいな時も

あったけど、稾しいメンパーと

仕事ができτよかったです゛

イラレがんぱるぞーハ0A

1中尾絵美

^ー

2近所の小川

京田辺市)

1森川恵

③企画、活動報告

ユ糺の森

京都府)

③デザイン

エネルギー

④早起きをして,母気をっけずに

太陽の光を利用して活動する。

フ'クー3゛やン

④ものは何でも大切に使コて

います、良いものを長く使うって

いうのが私のエコ第一歩です

高速仕事人

⑤環境に閏する知識が増えると

同時に,充実した日々を送ることが

できました。

学内のエネルギー調査をもと
に生協と協力して、.「フー
マイレージ」と「CO.の見え
る化」という2つの企画の

2009年度実施に向けて準備を
進めていきます

5牙近に取り組めるエコに貴献

したい、そんな恕いが強まるばかり

次は行動あるのみです

1橋本明英

1木原千幸

2ある畑

e・cyde)

③アンケート報告、DEP概要

2与論島
沖縄県)

③活動報告

④レジ袋拒否!

校正の鬼(でしゃばり)

④授業のレジュメはもちろん
両面印刷☆

⑤いぃ軽験も残念なことも
ありました.

自然環

⑤D印に入っτ感じたこと、

モれは、「学生」はエネルギーと

可能性に満ちた存在であると

いうことでず.

5月10日に地域の親子を呼び、
同志社大学京田辺キャンハスの
裏山で筍料理や間伐体験を通し
た里山の勉強会を開催します。
また、 7月以降にも学生・地

・大学・企業で連携をとり、
イベントを行う予定です。

何でもデきる

ーからツくれる

この経験はプライスレス

1鈴木一登

:1.6,ー

゛'や
)げ

2ふるさと

(心)

①企画、環境憲章、

活動報告

学生

交章はくといぜ

④水筒を持ち歩いてぃまず☆

⑤でしゃぱり4回生!今日も行く!!

そんな一年でした。

鬼のような編集援に苦しめられ

ましたが、かわいい後監に癒され

ました

、 ＼

棄班

サミットin 京都開催!

1松田雄高

9ず"

DEPは大学内で廃棄物の3R
(reduce . reuse . recycle)モ

デルを確立させ、社会に還元し
ていくことを目指しています。
今年は学内で、廃弁当容器の削
減やりユース意識の定着に向け
た活動を行っていく予定です。

2大切な

仲問

惰報道場)

来たる6月20日~22日の3日間、京田辺・今出川の両校地をメ
ン会場に「世界学生環境サミットin京都」が開催されます。現

在、私たちD印のメンバーが中心になって、他大学の多くの学生
と協力して準備を進めているところです。
このサミットは、「持続可能な発展」を主なテーマとし、その下
に2つの分科会を設け議論を行います。また、学生ができる取り
組みの提案も行い、明るい未来の実現に向けての第1歩としま
す。

そして、このサミットを通じて形成される学生の枠組みを未来に

継承し、私たちが葡萄の枝のように世界で繋がっていくことを目
指します。

③環境トピック、活動報告

④新しいべットボトルは買いません.

⑤環境というものに主体的に

取り組み始めた記念すべき一年

でした。

2008年4月

1年間、学生と産業界、地域が連携して、"デジタルコンテンツ"を製作する「同志社口ーム
記念館プロジェクト」。 DEPもこのプロジェクトを2008年度より開始することになりました。
2008年、取り組むコンテンツは、"映像"です。けいはんな地区でケーブルテレビ事業を展開されて
いる「株式会社KCN京都」さんのご指導の下、"本物の映像番組"の製作を行っていきます。また、
ISP (インターネットプロバイダ)事業もされており、"WEBサイトによる情報発信"もミックス。
DEPはより広範に情報発信し、活動展開していくこととなります
メンバーは随時、募集中です。興味のある方はいつでも連絡してください

今二勿ジエ三y1ご1★驫N

あなたの街のケーブルテレビ【KCN京都】
同志社口ーム記念館 ht如

世界学生環境サミットin京都実行委員会

山 肌罷T"

ht如
rohm

4


